
Needsに応える読書環境へ

テーマに関する説明
日本の読書環境の現状は、一か月の平均読書時間が30か国中ワースト2位であ
る。一か月に一冊も本を読まない人約47％に上り、読書不足が深刻化している。

読書不足のデメリットとして、読解力の低下が上げられる。日本の読解力の順位
は、2015年は65か国中8位だったのが、
2018年には15位に低下している。

これらの資料から私たちは日本の読
書時間を増やし、SDGｓの17の目標
の一つである、質の高い教育をみん
なにを達成しようと計画している。

・iOsでの視覚障害者向

けの読書アプリがすぐに
消える。

・個人注文しにくい

客単価商品 数値目標案件数

４００オーディオブック ３３６万７００/月×

=

４２０万合計

８０００
本のデータを入れた
ウォークマン

８４万１０５/月×

=

本事業は初年度に の売上をめざす。

これを実現するために、 をクリアする

４２０万

× =

約1２00のアプリ登録

本事業の目標金額

目標 健常者の読書に対
するニーズ

・読書をする時間がない
・何を読めばいいのか分からない
・読書をしなくても「損」は無い

視覚障害者の読書に対
するニーズ

計画
クライドファンディングでの集金３２０万を達成、iOsによるアプリ提供及び、視覚障害
者の専用のアプリ提供による初年度の売り上げ４２０万を達成

翌年の売り上げ４５０万、翌翌年の売り上げ７８０万を達成

アプリ・ソフトの視覚障害者の授業への導入

予想される顧客

本を読みたいが読む時間がない健常者 ＋ より良い読書環境を求める視覚障碍者

オーディオブック によってニーズを満たす

オーディオブックとは

オーディオブックとは、本を読むのではなく聞くものとして
提供されているアプリである。FeBeの2014年～2015年までの
会員登録者の増加率は、2.5倍になった。
日本での市場規模は、世界に比べまだまだ小さいが、
約10年後には市場規模は約800億～約900億円と言わ
れている。

企業の独自性について

視覚障害者専用のスマホとパソコンの両方で使えるアプリ・ソフトの提供

盲学校では、生徒全員分のタブレットを用意し、購入したアプリ・ソフトで授業を行っている。
しかし、これらのソフトには、LINEのように、スマホとパソコンの両方でデータを共有して使う
ことができないのが現状である。これにより生徒は、個人注文をしなければ学校で使っている
ソフトやアプリを使うことができず、最善の読書環境と言えるものではない。

読書環境・教育環境改善
読書環境の改善、読書に対する考え方の改善
視覚障害者の授業へのアプリ・ソフトの導入

会社運営のために初年度の売り上げ420万、クラウドファンディングでの集
金320万の達成

健常者及び視覚障害者の一か月での読書率の上昇

評価基準
○手の届きやすい値段設定で、健常者も視覚障害者も簡単に使う
ことができるオーディオブックの仕組みを作る。

①仕組みが大雑把であり、値段設定が現実的ではない

②仕組みは半分ほどできたが、簡単に使用できるものではない

③仕組みはあらかたできたが、視覚障害者や健常者が使うところがまだ甘い

④手の届きやすい値段設定で、健常者と視覚障害者のニーズに応えた仕組みを作る。

プロジェクトの成果・まとめ

プロジェクトの実施内容

目的のために本事業であるオーディオブックを始めとした面白い案を出すことができ、尚且つそれを
もとに詳しい計画案を立てることができた。

健常者も視覚障害者も読書に対して、必要性を見出せていないことが分かった。読書に至るまでの
環境が不十分であることが分かった。これらのことから、健常者や視覚障害者の読書環境には、ま
だまだ改善の余地があることが分かった。また、これらの現状を解決するには教育環境の改善も必
要になってくるのではないかと思った。

今後の課題と展望
読書環境に至るまでの環境を改善する仕組みの作成やより現実的な販売を実現させる
に、広告

費用の削減やコスト削減のための知識の向上があげられる。教育現場へのアプリ導入
や売り上げ

を上げるためのさらなる実施内容の改善、ニーズに応える仕組みなどを考え、実施して
いかなくて
ならない。
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プロジェクトの目標と計画
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